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ま
と
め
と
準
備
の
三
学
期
！ 

～
校
長
室
よ
り
～ 

 

生
徒
会
執
行
部
リ
ー
ダ
ー
研
修 

冬
休
み
の
十
二
月
二
十
五
日
（
月
）、
新
生

徒
会
役
員
で
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
目
的
は
次
の
二
点
で
す
。 

①
生
徒
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を

持
た
せ
、
協
力
し
て
活
動
に
取
り
組
も
う

と
す
る
意
欲
を
養
う
。 

②
生
徒
会
活
動
の
仕
組
み
と
活
動
の
進
め

方
を
把
握
さ
せ
、
新
年
度
の
生
徒
会
活
動

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
引
き
継

ぎ
を
行
う
。 

二
年
生
に
は
、
「
天
中
の
顔
と
し
て
の
自

覚
と
行
動
」
と
「
新
生
徒
会
と
し
て
の
活
動
」

を
期
待
し
ま
す
。
冬
休
み
に
は
新
役
員
で
リ

ー
ダ
ー
研
修
会
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
準
備

を
進
め
ま
し
た
。
新
生
徒
会
を
中
心
に
、
二

年
生
の
全
員
が
天
中
の
新
し
い
顔
に
な
れ

る
よ
う
、
今
か
ら
自
覚
を
も
っ
た
行
動
を
お

願
い
し
ま
す
。 

一
年
生
に
は
、「
中
学
生
と
し
て
の
自
立
」

と
「
先
輩
と
し
て
の
自
覚
と
行
動
」
を
期
待

し
ま
す
。
四
月
か
ら
は
後
輩
が
入
学
し
て
き

ま
す
。「
さ
す
が
先
輩
！
」
と
新
入
生
が
あ
こ

が
れ
る
よ
う
な
存
在
に
な
れ
る
よ
う
、
今
か

ら
自
覚
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。 

令
和
六
年
は
辰
年
で
す
。『
昇
龍
』
の
如
く

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
昇
っ
て
い
く
た
め
に
、

さ
ら
に
ギ
ア
を
上
げ
、
三
学
期
を
最
後
ま
で

全
力
で
突
き
進
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

三
年
生
の
執
行
部
・
委
員
長
か
ら
こ
れ
ま

で
の
活
動
の
引
継
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
生

徒
会
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。
新
し
い
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
草
案
作

成
も
進
ん
で
い
ま
す
。 

       

 

生
徒
一
人
一
人
が
み
ん
な
の
役
に
立
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
、
み
ん
な
か
ら
認

め
ら
れ
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

で
き
る
生
徒
会
活
動
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

令
和
六
年
は
元
日
か
ら
「
令
和
六
年
能
登

半
島
地
震
」
が
発
生
し
、
地
震
・
大
津
波
や

建
物
倒
壊
・
大
規
模
火
災
等
に
よ
る
甚
大
な

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
能
登
地
方
で
は
、
今

も
救
助
・
救
援
活
動
が
続
き
、
避
難
所
で
の

生
活
も
長
期
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
も
学
習
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、

輪
島
市
で
は
中
学
生
の
集
団
避
難
が
行
わ

れ
ま
し
た
。「
ま
た
地
元
に
…
」
と
涙
な
が
ら

に
手
を
振
り
合
う
親
子
の
姿
を
ニ
ュ
ー
ス

で
見
な
が
ら
、
今
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。
熊
本
地
震
や
コ
ロ
ナ

禍
の
休
校
中
に
も
思
い
ま
し
た
が
、
「
当
た

り
前
の
日
常
」
が
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
で
あ

り
が
た
い
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識

し
ま
し
た
。
少
し
で
も
早
く
救
助
や
支
援
が

進
み
、
家
族
や
地
域
で
の
生
活
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
祈
り

ま
す
。 

さ
て
、
三
学
期
は
三
つ
の
学
期
の
中
で
最

も
短
い
期
間
で
、
よ
く
「
ま
と
め
」
の
学
期

と
言
わ
れ
ま
す
。
今
の
学
年
を
し
っ
か
り
締

め
く
く
り
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
、
次
の
学
年
へ

つ
な
ぐ
と
て
も
意
義
の
あ
る
学
期
で
す
。
言

い
換
え
れ
ば
、  

い
換
え
れ
ば
、 

進
学
・
進
級
年
度
へ
の
準
備

の
時
期
、
０
（
ゼ
ロ
）
学
期
で
も
あ
り
ま
す
。

一
・
二
学
期
を
振
り
返
り
、
反
省
点
を
改
善

に
つ
な
げ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
し
っ
か
り
次

の
ス
テ
ー
ジ
を
見
据
え
、
自
分
の
心
、
頭
、

体
を
鍛
え
、
力
を
付
け
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

す
る
期
間
に
し
て
く
だ
さ
い
。
四
月
か
ら
め

ざ
し
て
き
た
学
校
全
体
の
合
い
言
葉
「
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
・
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
」
の
実
現
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

三
年
生
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
自
分

の
目
標
に
向
か
っ
て
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を

か
け
る
時
期
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
天
草
中

学
校
で
過
ご
す
最
後
の
学
期
と
な
り
ま
す
。

一
日
一
日
、
一
つ
一
つ
を
大
事
に
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
卒
業
す
る
者
の
務
め

と
し
て
、
天
中
生
と
し
て
の
誇
り
（
プ
ラ
イ

ド
）
を
持
っ
た
姿
を
後
輩
に
残
し
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
。 

生
徒
会
委
員
長
・
副
委
員
長
認
証
式 

一
月
九
日
（
火
）、
始
業
式
が
終
わ
っ
た
後

に
生
徒
会
委
員
長
・
副
委
員
長
認
証
式
を
行

い
ま
し
た
。
新
生
徒
会
長
の
川
原
さ
ん
か
ら

任
命
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
新
委
員
長
・

副
委
員
長
を
紹
介
し
ま
す
。 

代
議
委
員
長
：
堀
口
ひ
よ
り 

副
委
員
長
：
川
端
真
平 

健
康
体
育

委
員
長
：
德
本
拓
也 

 

副
委
員
長
：
里
見
晏
菜 

情
報
文
化

委
員
長
：
川
崎
心
優 

副
委
員
長
：
福
井
颯
真 

（
敬
称
略
） 

先
輩
方
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
「
よ
り
良

く
・
よ
り
楽
し
く
・
よ
り
豊
か
な
」
天
中
生

徒
会
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

三学期の抱負（各学年代表） 



を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
調
理

後
は
、
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

お知らせ 
 2 月 14 日(水)、
天草小でミュージ
カルが行われま
す。東京演劇集団
「風」が、「星の王
子様」を公演され
ます。２年前に天
草小での公演が企
画されていました
が、コロナ禍でで
きなかったもの
が、今回は実現し
ます。１・２年生は
鑑賞に行きます。 

し
て
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
残
り
の

身
は
、
保
冷
剤
入
り
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に

入
れ
て
持
ち
帰
り
、
家
庭
で
刺
身
や
煮
付

け
、
フ
ラ
イ
、
汁
物
等
に
し
て
お
い
し
く
食

べ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
一
・
二
年
生
の

保
護
者
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

                          

                                 

                                  

 

今
後
の
主
な
行
事
予
定 

【
一
月
】
二
三
日
（
火
）：
生
徒
朝
会
、
私
立
高

校
専
願
・
特
待
等
入
試 

二
四
日
（
水
）:

小
中

合
同
授
業
研
究
会
（
天
小
）
生
徒
下
校13:00 

人
権
旬
間
（
～
二
月
九
日
） 

二
五
日
（
木
）：

と
ど
ろ
き
テ
ス
ト
（
ス
ペ
シ
ャ
ル
①
） 

【
二
月
】
一
日
（
木
）：
公
立
高
校
前
期
選
抜
、

と
ど
ろ
き
テ
ス
ト
（
ス
ペ
シ
ャ
ル
②
） 

下
校
時

間
移
行
（
Ｓ
Ｂ
②17:45

） 

二
日
（
金
）：
避

難
訓
練
（
不
審
者
対
応
） 

五
日
（
月
）：
三
年

学
年
末
テ
ス
ト
（
～
七
日
）、
私
立
一
般
入
試

出
願
開
始 

六
日
（
火
）：
生
徒
朝
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

広
報
・
母
親
委
員
会 

七
日
（
水
）：
一
年
道
徳

研
究
授
業
、
天
草
っ
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー 

八

日
（
木
）：
六
年
生
体
験
入
学
、
い
る
か
号 

生
徒
下
校16:30 

九
日
（
金
）：
公
立
高
校
前

期
選
抜
結
果
通
知
、
あ
い
さ
つ
運
動 

一
三
日

（
火
）：
公
立
高
校
後
期
選
抜
出
願
（
～
一
六

日
） 

一
四
日
（
水
）：
私
立
一
般
入
試
（
～
一

五
日
）、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
鑑
賞
（
一
・
二
年
：
小

学
校
へ
） 

1

六
日
（
金
）：
人
権
集
会
、
学
校

保
健
会 

一
八
日
（
日
）：
授
業
参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
・
学
年
懇
談
会（
午
後
）、生
徒
下
校14:15 

三
年
調
理
実
習
（
幼
児
の
お
や
つ
） 

十
七
日
（
水
）
、
熊
本
県
海
水
養
殖
漁
業
協

同
組
合
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
「
お
魚
教
室
」

を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
取
組
は
天
草
の
海
洋
養
殖
や
水
産
業

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
地
域
理
解
の
学
習

と
と
も
に
地
産
地
消
を
勧
め
る
食
育
の
一
環

と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
『
天
草
体
験
学

習
』
の
取
組
の
一
つ
で
す
。 

は
じ
め
に
、
熊
本
県
海
水
養
殖
漁
業
協
同
組

合
の
方
か
ら
、
天
草
の
養
殖
業
や
水
産
業
の
現

状
に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

マ
ダ
イ
や
ブ
リ
、
シ
マ
ア
ジ

等
の
養
殖
に
つ
い
て
、
ど
の
く

ら
い
の
期
間
で
出
荷
で
き
る

大
き
さ
に
な
る
の
か
等
、
実
際

の
養
殖
の
様
子
や
そ
の
苦
労
、

喜
び
に
つ
い
て
教
え
て
い
た 

だ
き
ま
し
た
。
や
は
り
、「
お
い
し
い
」
と
言
っ

て
も
ら
え
た
と
き
が
一
番
う
れ
し
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。 

 

そ
の
後
、
天
草
で
育
て
ら
れ
た
養
殖
マ
ダ
イ

を
一
人
一
匹
ず
つ
使
っ
て
、
魚
の
さ
ば
き
方
を

教
わ
り
ま
し
た
。
は
じ
め
て
魚
を
さ
ば
く
生
徒

が
ほ
と
ん
ど
で
、
大
き
な
マ
ダ
イ
に
悪
戦
苦
闘

し
て
い
ま
し
た
が
、
講
師
の
方
々
の
助
け
を
か 

り
な
が
ら
三
枚
に
お
ろ
し
、

中
骨
を
取
り
、
皮
引
き
ま
で

仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 

さ
ば
い
た
魚
は
、
香
草

焼
き
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
焼
に

し
て
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

 

天草中の生徒たちが、下記の作品展で表彰さ

れましたので紹介します（敬称略）。 

◇熊日学童スケッチ展 

【地賞】 ２年 川原菜生 

【奨励賞】１年 上野麻緒 

  ３年 片浦颯真 髙見心陽 

【佳作】 １年 八尾日菜 管田悠香 

 川端真平 髙見紗空 

２年 八谷 愛 堀口ひより 

 德本拓也 濵田好羽 

３年 八谷優斗 佐藤 絆 

◇第３８回五足の靴顕彰全国短歌大会 
【秀逸】 ２年 川崎心優 

入賞おめでとうございます！ 

『
天
草
中
学
校
Ｈ
Ｐ
』
で
は
、 

日
々
の
出
来
事
や
本
日
の
給 

食
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧 

で
き
ま
す
→ 

十
八
日
（
木
）
の
三
・
四
校
時

の
三
年
生
の
家
庭
科
で
、
調
理

実
習
を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
、「
幼
児
の
お
や
つ
」
の
お
や

つ
で
し
た
。 

四
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
何

を
つ
く
る
か
相
談
し
計
画
を
立

て
、
実
習
に
臨
み
ま
し
た
。
ど
の

班
も
、
幼
児
の
お
や
つ
と
言
え

ば
「
ス
イ
ー
ツ
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
よ
う
で
、「
も
ち
も
ち
ド
ー
ナ

ツ
」
、
「
ス
フ
レ
パ
ン
ケ
ー
キ
」、

「
パ
ン
ケ
ー
キ
」
、
「
芋
蒸
し
パ

ン
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

手
際
よ
く
調
理
を
進
め
て
い

ま
し
た
。
満
足
の
い
く
お
や
つ

が 

お
魚
教
室
（
一
・
二
年
生
） 


